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Ⅰ．はじめに 

現在、後期高齢者では、要介護の認定を受ける人の割合が大きく上昇し、要介護者等に

対する対策は重要な課題となっている。加齢に伴う筋力低下では移動動作能力の低下が生

じるため、下肢筋力を中心とした簡便な筋力測定はリハビリテーションを進めるうえで重

要な検査測定の 1 つとなる。後期高齢者を対象に、大腿四頭筋筋力と 10 秒椅子立ち上が

りテスト（以下 CS－10）の関係を見ることで、簡易に下肢筋力の測定実施が可能か検討す

ることを目的とする。 

Ⅱ．方法 

対象は介護老人保健施設を利用する通所及び入所者である後期高齢者 60 名で、調査者

の口頭による説明により方法を理解できる方とした。調査内容は、立ち上がりテストに CS

－10 を用い、両上肢を膝の上に位置した状態での椅子座位を開始肢位とし、直立姿勢まで

立ち上がりその後着席するまでの動作を何回実施できたかを計測した。筋力は、HDD（徒手

筋力計モービィ MT-100；酒井医療社製）を使用し、大腿四頭筋による等尺性膝関節伸展最

大筋力測定を左右２回実施し、その最大値を測定値とし、体重比に換算した。対象者の安

全性を考慮し、調査除外及び中止基準を設けた。分析方法は、対応のない t 検定を用い有

意水準は５％、大腿四頭筋筋力と CS－10 との関連を調べた。本研究は桜美林大学倫理審査

委員会の承認（承認番号 14026）を得て行った。 

Ⅲ．結果 

 対象の基本属性は、男性 12 名女性 48 名、平均年齢は 88.1±5.6 歳、年齢階層別人数は、

70 歳代 6 名、80 歳代 24 名、90 歳代 30 名、介護度別人数は、要支援 14 名、要介護１から

３が 46 名で、平均体重は 46.7±10.2kg、移動状況は歩行 51 名車椅子 9 名であった。筋力・

CS－10 の分布は、筋力が 0.31±0.114 kgf/kg、最小値 0.12 kgf/kg、最大値 0.74 kgf/kg

で、CS－10 は、１回から５回であった。CS－10 と筋力の関係は、CS－10 が 1 から 3 回の

群（以下 3 回以下群）と 4 から 5 回の群（以下 4 回以上群）の 2 群間の筋力の比較を行っ

た。３回以下群の平均筋力は 0.28±0.096 kgf/kg、４以上群の平均筋力は 0.39±0.13 

kgf/kg であった。２群間において有意な差が認められた（ｔ＝3.195 ｄｔ＝58 ｐ＜

0.05）。 

Ⅳ．考察 

介護老人保健施設入所または通所利用している 75 歳以上の高齢者を対象に、大腿四頭

筋筋力と CS－10 との関係を調べた。本研究において、筋力推定値は CS－10 が３回以下で

は 0.12 kgf/kg から 0.57 kgf/kg まで、４回以上では 0.23 kgf/kg から 0.74 kgf/kg まで

の範囲にあることが示唆された。３回以下群が示す平均筋力は0.35 kgf/kgを下回ったが、

４回以上群の平均筋力は立ち上がり動作が十分可能と考えられる値 0.35 kgf/kg 以上を示

した。本研究の対象者数を増やし性差、年代別など他の要因も加えることで、CS－10 の３

回の境について検討していく必要があると思われる。また、移動能力を含めた FIM 及び筋

持久力やバランスなどの要因も含め体力のスクリーニングや転倒予防について検討する必

要が考えられる。                    
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